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科目名 
 

障害児心理学Ⅰ 

対象学科・学年 
  文学部日文2回生 教育教福2回生 
 文学部英米2回生  
 文学部教福2回生  
 文学部文財2回生 
 文学部コミ2回生 

担当者 
 

和田野康子 

授業テーマ 
 視覚障害児、聴覚障害児、知的障害児、肢体不自由児など、障害種別にみた子どもの発達や心理的諸活動の特徴 
授業の概要と目標 
 視覚障害、聴覚障害、知的障害、肢体不自由など、それぞれの障害が、知覚・学習・思考・感情・意欲・人格など、種々の

レベルの心理活動とどういう関係をもち、発達にどのような影響をもたらすかを、障害別に明らかにしていく。 
 更に、そのような障害をもつ子どもたちに対して、どのような教育的配慮が必要かについても考える。 

評価方法 
 主として期末試験によるが、たまに授業の中で課すレポート等も補助的資料として評価の対象とする。 

テキスト 
 障害特性の理解と発達援助 
 

著者 
 曻地 勝人 他 

出版社 
 ナカニシヤ出版 

参考書 
 障害児の心理 
障害者心理 

 

著者 
 佐藤 泰正 
中司 利一 

 

出版社 
 学芸図書 
ミネルヴァ書房 

 
授業スケジュール・内容 

 
１．障害児心理学の意義と目的 

障害の定義 
   障害の種類 
   障害観 
 ２．障害児のための心理検査 
 ３．障害の原因 
 ４．視覚障害の心理（その１） 
 ５．視覚障害の心理（その２） 
 ６．聴覚障害の心理（その１） 
 ７．聴覚障害の心理（その２） 
 ８．知的障害の心理（その１） 
９．知的障害の心理（その２） 

１０．肢体不自由の心理（その１） 
１１．肢体不自由の心理（その２） 
１２．重度重複障害の心理（その１） 
１３．重度重複障害の心理（その２） 
１４．病・虚弱児の心理  
１５．障害児への援助（ハイリスク児を中心に） 
 
 
 

 


